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解 答
ア オ イ ア，イ１ 問１ Ａ Ｂ Ｃ 問２

イ 発生した液体が加熱部分に流れ，試験管が割れるの（を防ぐため）問３ 記号 理由

３ ２６.４問４ ア イ

２ ア エ ３０ ４０２ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５

イ エ ウ 師 外 裏 ウ，エ イ ア ウ エ３ 問１ ① ② ③ 問２ ア イ ウ 問３ 問４ → → →

イ問５

３０ ５ ２０ ７.５ ２０ ７.５４ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６

解 説

（表）から，燃焼前のプロパンの体積と燃焼後に生じた水の量とは比例の関係にあることがわかります。宗 問４

１４.４生じた水の量が１４.４ｇのとき，燃焼したプロパンは４ （１０× ）です。したがって，燃焼後の残っ鞍
３６

たプロパンは３ （７－４）です。生じた気体Ｃの量は，問題文の条件①から，燃焼に使われたプロパンと酸素鞍

の量から求められるとわかります。（表）から，燃焼に使われたプロパンと酸素の量の比は１：５なので，燃焼

に使われたプロパンが４ のとき，酸素の量は２０ （４×５）です。このとき，問題文の条件②から，プロパ鞍 鞍

４ンの重さは８.８ｇ（４４× ），酸素の重さは３２ｇとわかります。したがって，生じた気体Ｃの重さは２０

２６.４ｇ（８.８＋３２－１４.４）です。

図２の柱状図を地表面の高さでまとめると （図①）のようになります。断層で東西がずれていないと就 問３～５ ，

すると，凝灰岩Ⅱは（図②）のようになります。実際の柱状図はこれよりも３０ｍ上昇していることから，断層

より東側は，西側に対して３０ｍ上昇していることがわかります。また，Ｅ点の柱状図は（図③）のようになる

ので，３０ｍ掘るとレキ岩に達します。

ばねＣは自然長２.５cm，１０ｇの力で１.２５cm伸びるので，４０ｇの力が加わるとき，全体の長さは７.５州 問４

４０cm（２５＋１.２５× ）です。１０

ばねＢの伸びは５cm（２.５×２）です。ばねＣを５cm伸ばすにのに必要な力は４０ｇ（５÷１.２５×１０）問５

なので，おもりＹの重さは２０ｇ（４０－２０）です。

おもりの重さ５０ｇのうち，ばねＣの全長をばねＢの自然長と同じにするのに必要な力は２０ｇ（ ５－問６ （

２.５÷１.２５×１９）です。残りの３０ｇ（５０－２０）で，ばねＢとＣの伸びを同じにするために，伸びの

２比の逆比になるように力を加えます。このとき，ばねＣには２０ｇ（３０× ）の力を加えるので，ばねＣには
３

全部で４０ｇ（２０＋２０）の力が加わります。したがって，ばねＣの長さは問４と同様にして７.５cmと求め

られます。
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